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（2）第１４６号 令和２年１月発行みやこ漁協だより

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
五
月
の
皇
位
継
承
に
よ
り
「
令

和
」
へ
改
元
に
な
り
、
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ

り
、
当
組
合
事
業
運
営
に
対
し
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
去
る
十
月

十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
東
日

本
を
縦
断
し
た
台
風
１
９
号
が
記
録

的
な
大
雨
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
を
引
き
起
こ
し
、
全
国
で
八
十

人
以
上
が
死
亡
す
る
な
ど
、
多
く
の
災

害
を
も
た
ら
し
、
改
め
て
自
然
の
脅

威
を
み
せ
つ
け
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
度
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た

皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
台
風
１
９
号
に
よ
り

当
組
合
は
自
営
定
置
網
、
ホ
タ
テ
貝
、

カ
キ
等
の
水
産
物
、
漁
船
、
コ
ン
ブ

加
工
処
理
施
設
等
が
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
復
旧
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
・
県
・
市
・
関
係
団
体
等
の

ご
支
援
に
よ
り
早
急
に
取
り
進
め
て

い
る
処
で
あ
り
ま
す
。

　
更
に
昨
年
は
、
サ
ン
マ
を
は
じ
め
、

ス
ル
メ
イ
カ
や
秋
サ
ケ
な
ど
の
大
不

漁
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し

い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
令

和
二
年
を
迎
え
、
経
済
の
回
復
基
調

が
持
続
す
る
よ
う
当
初
予
算
に
お
い

て
臨
時
・
特
別
の
予
算
措
置
を
講
ず

る
な
ど
の
政
策
効
果
も
相
俟
っ
て
、
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、
経

済
の
好
循
環
に
進
展
す
る
中
で
、
内

需
を
中
心
と
し
た
景
気
回
復
や
デ
フ

レ
脱
却
に
向
け
前
進
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
消
費
に
つ

い
て
は
、
十
月
に
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
が
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
軽
減

税
率
の
導
入
や
教
育
・
保
育
の
無
償

化
な
ど
の
消
費
税
増
税
対
策
に
よ
り
、

家
計
の
負
担
増
が
緩
和
さ
れ
る
ほ
か
、

増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
も
限
定
的

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
の
大
幅
な

落
ち
込
み
は
回
避
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
地
球
規
模
の
環

境
異
変
の
影
響
と
思
わ
れ
る
、
海
流

の
変
化
、
海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ
る

資
源
水
準
の
低
迷
、
漁
獲
種
類
の
変

化
に
加
え
、
担
い
手
不
足
や
生
産
年

齢
の
高
齢
化
な
ど
総
じ
て
厳
し
い
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。

　
漁
業
後
継
者
不
足
の
問
題
は
、
水

産
業
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
宮
古
市
に
お
い
て
は
「
宮
古

市
漁
業
就
業
者
育
成
協
議
会
」
に
て

漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
を
通
じ
、

水
産
業
の
発
展
及
び
漁
村
の
活
性
化

を
図
っ
て
お
り
、
岩
手
県
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
よ
り
県
内
外
か
ら
漁
業
就
業

者
を
確
保
・
育
成
し
、
地
域
に
定
着

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
漁
業
研

修
機
関
で
あ
る
「
い
わ
て
水
産
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
講
し
、
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
岩
手
県
知
事
よ
り
認
定
を

受
け
震
災
後
の
地
域
漁
業
の
再
生
に

向
け
策
定
し
ま
し
た
「
人
づ
く
り
」「
場

づ
く
り
」「
価
値
づ
く
り
」
の
三
つ
の

柱
か
ら
な
る
『
地
域
再
生
営
漁
計
画
』

は
第
二
期
と
し
て
平
成
三
十
年
度
よ

り
令
和
四
年
度
ま
で
継
続
し
て
実
施

し
て
お
り
、
今
後
は
、「
い
わ
て
水
産

ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
も
連
携
し
新
規
就

業
者
の
定
着
に
向
け
た
支
援
策
等
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
更
に
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
改
正

漁
業
法
に
基
づ
く
新
た
な
水
産
改
革

実
践
に
向
け
、
昨
年
十
一
月
に
全
国
代

表
者
集
会
を
開
催
し
、
二
〇
二
〇
年
か

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
　

大
　
井
　
誠
　
治
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ら
二
〇
二
四
年
ま
で
の
五
年
間
の
「
Ｊ

Ｆ
グ
ル
ー
プ
運
動
方
針
」
を
採
択
し
、

広
域
浜
プ
ラ
ン
の
実
践
な
ど
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
つ
つ
、
一

丸
と
な
っ
て
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
当
組
合
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
は
、
令
和

元
年
度
末
で
第
一
期
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
こ
と
で
、
取
り
組
み
の
成
果
及

び
課
題
を
検
証
し
、
第
二
期
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
五
年
間
の
取
り
組
み
を
実

践
し
、
併
せ
て
「
浜
の
活
力
再
生
広
域

プ
ラ
ン
」に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
方
針
で
は
、
改
正
漁

業
法
の
も
と
、
①
水
産
物
の
付
加
価

値
向
上
や
販
路
拡
大
、
②
水
産
資
源

の
持
続
的
な
利
用
に
向
け
た
漁
場
管

理
・
資
源
管
理
、
③
国
境
監
視
や
環

境
生
態
系
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能

の
発
揮
、
④
魅
力
あ
る
漁
村
地
域
の

実
現
、
⑤
総
合
事
業
体
と
し
て
の
Ｊ

Ｆ
の
基
盤
を
強
化
―
を
目
指
す
べ
き

方
向
性
と
位
置
付
け
、
新
し
い
環
境

に
あ
っ
た
漁
業
の
構
築
や
、
新
制
度
・

事
業
の
活
用
に
よ
る
漁
業
や
地
域
社

会
に
貢
献
が
で
き
る
Ｊ
Ｆ
基
盤
強
化

を
「
漁
業
者
自
ら
の
改
革
」
の
中
で

進
め
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、
昨
年
度
よ
り
宮
古

湾
に
お
け
る
新
し
い
漁
業
形
態
と
し

て
魚
類
養
殖
（
海
面
養
殖
：
ト
ラ
ウ

ト
、
陸
上
養
殖
：
ホ
シ
ガ
レ
イ
）
の
可

能
性
を
検
証
・
検
討
す
る
た
め
、
宮

古
市
委
託
事
業
「
海
面
・
陸
上
養
殖

調
査
事
業
」
の
実
証
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

実
証
試
験
を
踏
ま
え
当
組
合
の
新
た

な
事
業
の
可
能
性
を
模
索
し
つ
つ
、
消

費
者
に
対
し
新
鮮
で
「
安
全
・
安
心
・

高
品
質
」
な
水
産
物
を
安
定
し
て
供

給
し
続
け
る
た
め
、
漁
業
協
同
組
合

を
核
と
し
た
沿
岸
漁
業
・
漁
船
漁
業
・

養
殖
漁
業
等
の
構
築
と
、
産
地
魚
市

場
を
核
と
し
た
生
産
者
か
ら
流
通
・

加
工
ま
で
の
一
連
の
体
制
構
築
を
総
体

的
に
進
め
、
消
費
者
ま
で
を
念
頭
に

お
き
、
産
業
基
盤
の
強
化
や
環
境
問

題
へ
の
取
り
組
み
等
、
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
当
組
合
の
昨
年
十
二

月
末
現
在
の
水
揚
状
況
等
で
あ
り

ま
す
が
、
先
ず
魚
市
場
水
揚
状
況

は
、
数
量
で
一
万
六
千
百
ト
ン
・
金

額
で
三
十
八
億
四
千
五
百
万
円
、
昨

年
対
比
、
数
量
で
千
五
百
ト
ン
減
の

九
一
％
・
金
額
で
十
二
億
七
千
七
百
万

円
減
の
七
五
％
の
状
況
で
あ
り
ま

す
。
次
に
定
置
漁
業
の
水
揚
状
況
で

す
が
、
数
量
が
七
万
九
千
尾
、
金
額

が
四
億
五
千
七
百
万
円
、
昨
年
対
比
、

数
量
で
三
十
万
一
千
尾
減
の
二
〇
％
、

金
額
で
四
億
百
万
円
減
の
五
三
％
の

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
採
介
藻
漁
業
の
主
力
で
あ

り
ま
す
ア
ワ
ビ
漁
業
は
、
昨
年
度
を

上
回
る
単
価
と
な
り
ま
し
た
が
、
四
回

の
口
開
け
で
最
終
水
揚
は
、
数
量
で

昨
年
対
比
六
四
％
の
五
・
二
ト
ン
、
金

額
で
六
千
六
百
万
円
と
、
昨
年
対
比

七
四
％
の
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
水
産
業
界
は
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

私
た
ち
が
住
む
「
水
産
の
町
・
宮
古
」

は
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
が
好
転

し
な
け
れ
ば
、
地
域
経
済
の
発
展
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
行
政

庁
及
び
関
係
各
位
等
と
連
携
を
図
り
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
更
な
る
水

産
業
発
展
に
向
け
邁
進
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
組
合
員
の

信
頼
に
応
え
、
従
前
に
も
増
し
て
不

測
の
事
態
に
も
耐
え
う
る
強
靭
な
体

制
構
築
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
井
　
誠
　
治

副
組
合
長
理
事
　

佐
々
木
　
弘
　
治

理
　
　
　
　
　
事
　

大
　
井
　
晃
　
章

　
　
　
〃
　
　
　
　

前
　
川
　
和
　
幸

　
　
　
〃
　
　
　
　

山
　
根
　
幸
　
伸

　
　
　
〃
　
　
　
　

藤
　
田
　
榮
一
郎

　
　
　
〃
　
　
　
　

石
曽
根
　
正
　
志

　
　
　
〃
　
　
　
　

佐
々
木
　
義
　
夫

　
　
　
〃
　
　
　
　

田
　
中
　
　
仁

　
　
　
〃
　
　
　
　

大
久
保
　
定
　
一

　
　
　
〃
　
　
　
　

中
　
里
　
榮
　
輝

　
　
　
〃
　
　
　
　

川
　
戸
　
幸
　
雄

　
　
　
〃
　
　
　
　

小
　
田
　
憲
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

千
　
崎
　
英
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

岩
　
間
　
良
　
明

　
　
　
〃
　
　
　
　

小
　
鯖
　
　
一

　
　
　
〃
　
　
　
　

山
　
根
　
義
　
之

　
　
　
〃
　
　
　
　

金
　
澤
　
正
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

山
　
根
　
秀
　
幸

代
　
表
　
監
　
事
　

長
　
澤
　
　
　
寛

監
　
　
　
　
　
事
　

加
　
倉
　
憲
　
雄

　
　
　
〃
　
　
　
　

金
　
沢
　
栄
　
基

　
　
　
〃
　
　
　
　

亀
　
梨
　
正
　
明

　
　
　
〃
　
　
　
　

佐
々
木
　
輝
　
英

本
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

宮
古
漁
業
協
同
組
合
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㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
新
規
加
入
者
）

　
嶋
崎
　
義
明
（
金
浜
地
区
）

　（
継
承
加
入
者
）

　
鳥
居
　
カ
ツ
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
佐
々
木
広
樹
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

㈡
平
成
30
年
度
末
に
お
け
る
固
定

化
債
権
の
上
半
期
回
収
及
び
経

過
等
に
つ
い
て

㈢
令
和
２
年
に
お
け
る
宮
古
市
魚

　
市
場
休
日
の
制
定
に
つ
い
て

㈣
上
半
期
業
務
報
告
に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

①
定
置
漁
場
及
び
魚
市
場
水
揚
報

　
告
に
つ
い
て

②
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

③
地
域
再
生
営
漁
計
画
活
動
実
績

　
報
告
に
つ
い
て

④
あ
わ
び
密
漁
事
犯
に
つ
い
て

⑤
令
和
元
年
度
上
半
期
開
催
の
理

事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

つ
い
て

㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

（
新
規
加
入
者
）

　
舘
洞
　
克
文
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
佐
々
木
良
子
（
津
軽
石
地
区
）

（
継
承
加
入
者
）

　
佐
々
木
　
舟
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
加
倉
　
正
幸
（
鍬
ヶ
崎
地
区
）

　
小
堀
内
健
次
（
津
軽
石
地
区
）

㈡
組
合
員
資
格
審
査
委
員
の
選
任

　
に
つ
い
て

㈢
組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
に
対

　
す
る
諮
問
に
つ
い
て

㈣
平
成
31
年
度
岩
手
県
強
い
水
産

業
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
係
る

養
殖
施
設
の
利
用
者
等
に
つ
い

て
　

㈤
上
半
期
監
査
結
果
報
告
に
つ
い

　
て
　

　
　
そ
　
の
　
他

①
業
務
報
告
に
つ
い
て

②
登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

　
つ
い
て

③
年
末
年
始
休
日
及
び
行
事
日
程

　
に
つ
い
て

④
宮
古
市
魚
類
養
殖
調
査
事
業

（
海
面
：
ト
ラ
ウ
ト
、
陸
上
：

ホ
シ
ガ
レ
イ
）
の
経
過
報
告
に

つ
い
て

⑤
台
風
19
号
に
係
る
災
害
復
旧
支

援
事
業
（
県
単
独
事
業
）
に
つ

い
て

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宮
古
市
を
水
産

物
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
等
を
通
し
て
『
水
産
の
ま
ち
み
や

こ
』
の
復
興
を
関
東
圏
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
都
市
市
民

と
の
交
流
や
販
路
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

宮
古
市
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
10
月
５
日
、
６
日
の
２

日
間
、
神
奈
川
県
大
和
市
の
『
第
10
回
全
国
ふ
る
さ

と
　
う
ま
い
も
の
市
』
へ
当
青
壮
年
部
、
重
茂
漁
協
、

田
老
町
漁
協
が
本
年
度
も
出
店
し
て
来
ま
し
た
。
当

青
壮
年
部
で
は
、
昨
年
度
よ
り
数
量
を
増
や
し
焼
き

ホ
タ
テ
と
蒸
し
ガ
キ
を
販
売
し
完
売
し
て
き
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
は
、
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
等

の
声
を
頂
く
な
ど
、
３
漁
協
共
同
で
宮
古
市
海
産
物

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
当
青
壮
年
部
の
本
年
度
最
後
の
活
動
が
『
宮
古
毛

ガ
ニ
ま
つ
り
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
大
盛
況
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
第
二
回
目
は
、
佐
々
木
貞
二
さ
ん
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
貞
二
さ
ん
は
北
海
道
で
定
置
網
・
ま
き
網
漁
船
等
に
乗
船
後
、
帰
郷
し
地
元
の

ト
ロ
ー
ル
漁
船
に
乗
船
し
ま
し
た
が
、
体
調
を
崩
し
一
旦
漁
師
を
断
念
。
体
調
回

復
後
は
市
内
の
会
社
に
就
職
し
て
定
年
後
に
再
び
漁
師
を
始
め
、
主
に
刺
網
・
は

え
な
わ
漁
業
を
操
業
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
主
に
採
介
藻
漁
業
中
心
に
操
業
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
魚
を
捕
る
量
が
昔
か
ら
み
る
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
寂
し
さ
を

感
じ
る
と
い
う
貞
二
さ
ん
。
一
度
漁
師
を
断
念
し
た
も
の
の
、
定
年
後
30
年
以
上

漁
業
に
携
わ
れ
て
い
る
等
、
海
と
共
に
生
き
て
き
た
想
い
が
、
そ
う
感
じ
さ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
佐
々
木
貞
二
さ
ん
に
は
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

89

:

佐
々
木 

貞 

二
さ
ん
（
　
才 

高
浜
）

組
合
員
紹
介
②

（ ）１０月
１７日

第
五
回
理
事
会

（ ）１２月
１８日

第
六
回
理
事
会

理
事
会
報
告

青
壮
年
部
『
第
10
回
全
国
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の
市
』
へ
出
店
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　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査

に
つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白

浜
漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
10
月

は
例
年
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

11
月
以
降
は
昨
年
よ
り
高
く
推
移

し
て
い
ま
す
。
比
重
…
昨
年
よ
り

低
く
推
移
し
て
い
る
も
の
の
安
定

し
て
い
ま
す
。
栄
養
塩
…
台
風
19

号
等
の
降
水
の
影
響
に
よ
り
、
臼

木
・
白
浜
漁
場
の
０
ｍ
層
で
高
い

数
値
が
出
て
い
ま
す
が
、
10
ｍ
層

は
安
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
漁

協
だ
よ
り
等
、
各
支
店
・
支
所
に

て
結
果
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
参
考
に
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

白　浜

 日出島
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１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

（μg/o) （μg/o)

硝
酸
態
窒
素
（　

ｍ
）

10

(℃) (℃)
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０
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０
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漁
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つ
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開　催　日 開催場所 講習開始時間 失効講習 主　催　者

　４月１０日（金）

磯鶏漁村センター

９時３０分 ○ 宮古漁業協同組合

　４月１０日（金） １３時３０分 × 〃

　４月１１日（土） １０時００分 × 福 岡 海 事 事 務 所

　６月２０日（土） １０時００分 ○ 〃

　８月２２日（土） １０時００分 ○ 〃

１０月　９日（金） ９時３０分 ○ 宮古漁業協同組合

１０月　９日（金） １３時００分 × 〃

１０月１０日（土） １０時００分 × 福 岡 海 事 事 務 所

１１月２８日（土） １０時００分 ○ 〃

◆海技免状の更新は有効期限の１年前から可能です。受講希望の方は、早めに申込をお願いします。
◆問い合わせは本所指導課又は各支店・支所までお願いします。

　
今
年
度
の
当
漁
協
管
内
に
お
け

る
、
あ
わ
び
漁
の
水
揚
状
況
は
、

11
月
に
１
回
、
12
月
に
３
回
の
計

４
回
の
口
開
と
な
り
、
水
揚
数
量

５
・
２
ト
ン
、
金
額
６
千
６
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
と
比
較
し
ま
す
と
水
揚
数

量
２
・
９
ト
ン
減
（
前
年
比
64
％
）、

水
揚
金
額
２
千
３
百
万
円
減
（
前

年
比
74
％
）
と
数
量
、
金
額
共
に

昨
年
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
比
べ
単
価
が
111
％

と
な
り
ま
し
た
が
、
漁
獲
サ
イ
ズ

は
小
ぶ
り
、
身
入
り
は
悪
い
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
資
源
回
復
・
増
産
に
向

け
稚
貝
放
流
を
継
続
す
る
と
共

に
、
密
漁
防
止
策
の
徹
底
等
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員

の
皆
様
の
御
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
当
漁
協
管
内
に
お
け
る
、

さ
け
延
縄
漁
業
の
12
月
31
日
現
在
の

水
揚
状
況
は
、

尾
数
８
７
尾
（
前
年
比
２
・
１
％
）

数
量
２
６
８
キ
ロ
（
前
年
比
２
・
１
％
）

金
額
１
９
万
円
（
前
年
比
２
・
８
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
数
量
、
金
額
共
に

昨
年
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　
岩
手
県
全
体
で
は
、
12
月
31
日
現

在
で
数
量
は
前
年
比
０
・
４
％
、
金
額

は
前
年
比
０
・
６
％
と
い
う
漁
況
で

す
。

　
女
性
部
で
は
、
宮
古
市
女
性
会
議
事
業
の
一
環
と
し
て
20
年
以
上
活
動

し
て
お
り
ま
す
三
陸
鉄
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
去
る
10
月
９
日
（
水
）

に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
鍬
ヶ
崎
地
区
役
員
・
部
員
４
名
が
摂
待
駅
の
構
内
及
び
窓
の
清

掃
を
、
乗
客
が
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
隅
々
ま
で
丁
寧
に
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
気
持
ち

良
く
清
掃
活
動
が

出
来
ま
し
た
。
摂

待
駅
が
綺
麗
に
な

り
、
乗
客
や
三
陸

鉄
道
の
職
員
の
方

に
も
感
謝
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

令和２年　海技免状更新講習会のお知らせ

あ
わ
び
漁

 

ト
ン
の
水
揚
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女
性
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三
陸
鉄
道
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
実
施

秋
さ
け
延
縄
水
揚
状
況
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１．委託販売品の受取時間は、
　　午後４時までとします。

２．令和２年８月１３日 (木) は、
　　朝の販売のみとします。
　　（午前９時迄）

３．令和２年１２月３０日 (水) は、
　　朝の販売のみとします。
　　（午前９時迄）

４．その他漁況及び市場間協議に
　　より変更することもあります。

※詳しくは、宮古市魚市場まで
　お問い合せ願います。
　（ＴＥＬ　０１９３−６２−１２３１）

日　　曜　　休　日
特別休日 祝　祭　日 計

第１ 第２ 第３ 第４ 第５

１月 ５日 １２日 １９日 ２６日 ２日・３日・８日・２２日 １日（元旦） ９日

２月 ２日 ９日 １６日 ２３日 ５日・１５日 １１日（建国記念の日） ７日

３月 １日 ８日 １５日 ２２日 ２９日 １１日・２１日 ７日

４月 ５日 １２日 １９日 ２６日 ８日・１８日 ２９日（昭和の日） ７日

５月 ３日 １０日 １７日 ２４日 ３１日 １６日 ４日(みどりの日) ・５日(こどもの日) 
６日(振替休日) ９日

６月 ７日 １４日 ２１日 ２８日 ３日・１３日・１７日 ７日

７月 ５日 １２日 １９日 ２６日 ４日・１１日・１８日・２７日 ２３日（海の日） ９日

８月 ２日 ９日 １６日 ２３日 ３０日 １日・５日・８日・１４日・１５日 １０日

９月 ６日 １３日 ２０日 ２７日 １９日 　 ５日

１０月 ４日 １１日 １８日 ２５日 ４日

１１月 １日 ８日 １５日 ２２日 ２９日 ５日

１２月 ６日 １３日 ２０日 ９日・３１日 ５日

計 ５１日 ２６日 ７日 ８４日

みやこ漁協だより

令和２年１月発行    Ｎｏ.１４６

（創刊　昭和６０年６月）

発行　宮古市光岸地４番４０号

　　　宮古漁業協同組合
　　　（☎宮古（６２）１２３４㈹）

編集責任者　大　井　誠　治

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
も
異
常
気
象
や
台
風
に

見
舞
わ
れ
る
等
、
自
然
の
脅
威

を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
一
年
で
し

た
。

　
物
事
に
は
万
全
を
尽
く
し
て

も
、
予
測
出
来
な
い
事
が
発
生

す
る
事
も
し
ば
し
ば
。
だ
か
ら

こ
そ
、
念
に
は
念
を
入
れ
る
事

の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
子
年
。
十
二

支
の
一
番
目
最
初
の
年
で
あ
る

事
か
ら
、
可
能
性
の
あ
る
未
来

に
向
か
っ
て
伸
び
る
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
子
年
は
必

ず
２
月
29
日
の
あ
る
、
う
る
う

年
と
な
り
ま
す
。
節
目
と
な
る

二
〇
二
〇
年
、
今
年
は
皆
様
に

と
っ
て
も
良
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。

　
次
号
（
第
百
四
十
七
号
）
は

令
和
二
年
四
月
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

　確定申告指導について、今年度も行いますのでお知らせします。指導については、ｅ－ｔａｘでの作成となる

ことから、受付は漁協ビルのみで行いますので、ご了承願います。

　なお、詳しい開催日時については後日、総代・連絡員を通じて皆様にご連絡致します。

【申告に必要な書類等】

　１．所得税確定申告手数料　６００円／１件　消費税確定申告手数料　１，０００円／１件

　２．個人番号確認書類（扶養親族及び事業専従者含む）及び本人確認書類

　３．宮古税務署から送付された申告書

　４．宮古漁協・宮古市魚市場発行の水揚証明書

　５．上記以外の水揚証明書（他地区での水揚実績のある場合）

　６．共同利用漁船譲渡契約書（宮古漁協から共同利用漁船を譲受された方のみ）

　７．漁業に要した各種領収書

　８．国民年金掛金・国民健康保険税・介護保険料などの支払証明書

　９．生命保険料の所得控除証明書・地震保険料控除証明書

１０．医療費のある方は領収書

１１．源泉徴収票

１２．その他収入・支出に関する書類等

１３．印鑑

所得税確定申告指導のお知らせ

宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ令和２年


